
















たち》（図 2）に基づくものである。サロンは 4 月 24 日に開催され、一












































高まっていたのだ。1790 年の中央アカデミー構想には、年に 1 度の絵












































































































































































































きていた（Je vivois cependant en Arcadie）、Et in Arcadia Ego」と
いう 4 語のラテン語のみである。だがあまりにも短いこの碑文に
































































































































図 8　図 1 の部分
































































































のコンクールでは、「雷によって根こぎにされたクリの木 Un châtaignier 


























ていたオランダの風景画や風俗画であった。1789 年から 1820 年のフラ
ンス絵画市場における最も高値が付いた絵画を調査したフレデリクセン
の調査によると35）、18 世紀末には、1791 年にクロード・ロラン（7901










































































































い》とともに《風景、日の出》Paysage ; soleil levant と名付けられた作
品を出品している43）。この絵画は現在所在不明であり、どのようなもの
であったかは想像するしかないが、当時のサロンの調書によると額入り
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油彩・カンヴァス、81 × 100 cm、静岡県立美術館
図 2　ニコラ・プッサン《アルカディアの牧人たち》1637―38 年、油彩・カン
ヴァス、87 × 120 cm、パリ、ルーヴル美術館
図 3　ニコラ・プッサン《蛇のいる風景（恐怖の効果）》1648 年、油彩・カン
ヴァス、119 × 198.5 cm、ロンドン、ナショナル・ギャラリー
図 4　ローラン・ド・ラ・イール《アルカディアの牧人たち》1650 年頃、油彩・
カンヴァス、39 × 58 cm、オルレアン美術館
図 5　《2 人の愛人の墓の前で立ち止まる 2 人の狩人》（P.-J. ドゥドルー＝ドル
シーの絵画に基づくエングレーヴィング）Charles-Paul Landon, Annale du 
musée et de l’école moderne des beaux-arts : Salon de 1810, Paris, 1810, p. 95.
図 6　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《アルキメデスの墓を発見する
キケロ》1787 年、油彩・カンヴァス、119 × 162 cm、トゥールーズ、オー
ギュスタン美術館
図 7　図 3 の部分
図 8　図 1 の部分
図 9　図 6 の部分
図 10　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《起伏のある風景にある枯木
の幹》1780 年、鉛筆・紙、白のハイライト、42.8 × 27.7 cm、パリ、ルーヴ
ル美術館素描版画部門
図 11　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《森の景観》、鉛筆・ベージュ
の紙、白のハイライト、44 × 38 cm、パリ、ルーヴル美術館素描版画部門
図 12　アシル＝エトナ・ミシャロン《木》、鉛筆・紙、38.3 × 30.2 cm、パリ、
ルーヴル美術館素描版画部門
図 13　アシル＝エトナ・ミシャロン《川、木々、水底、岩のある風景》、鉛筆・
紙、34.3 × 29.1 cm、パリ、ルーヴル美術館素描版画部門
図 14　アシル＝エトナ・ミシャロン《コナラとアシ》1816 年、油彩・カンヴァ
ス、43.5 × 53.5 cm、ケンブリッジ、フィッツウィリアム美術館
図 15　アシル＝エトナ・ミシャロン《雷に打たれた女》1817 年、油彩・カン
ヴァス、105 × 81 cm、パリ、ルーヴル美術館
図 16　ヤーコプ・ファン・ロイスダール《森》、油彩・カンヴァス、171 × 194 
cm、ドゥーエ、シャルトリューズ美術館（ルーヴル美術館からの寄託）
図 17　アシル＝エトナ・ミシャロン《木の幹の習作》1817 年末以前、油彩・カ
ンヴァス、58 × 47 cm、ル・ピュイ＝アン＝ベレ、クロザティエ美術館
（ルーヴル美術館からの寄託）





図 1、8、14、17：Cat. exp., Achille-Etna Michallon, Paris, musée du Louvre, 1994.
図 2、3、7：Cat. exp., Nicolas Poussin, 1594―1665, Paris, Galeries nationales du 
Grand Palais, 1994―1995.
図 4、15、16、18：Site de l’Agence photo de la Réunion des Musées nationaux 
et du Grand Palais.（2017 年 1 月 30 日最終アクセス）http://www.photo.rmn.
fr/C.aspx?VP3=CMS3&VF=Home
図 5：Charles-Paul Landon, Annale du musée et de l’école moderne des beaux-arts : 
Salon de 1810, Paris, 1810.
図 6、9：Cat. exp., « La nature l’avait créé peintre ». Pierre-Henri de Valenciennes 
1750―1819, Toulouse, musée Paul-Dupuy, 2003.
図 10、11、12、13：Site de l’Inventaire du département des Arts graphique du 
musée du Louvre.（2017 年 1 月 30 日最終アクセス）http://arts-graphiques.
louvre.fr/
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